平成２７年度　 シラバス
	教科
	技術・家庭
	科目
	技術分野
	学年
	１年
	年間授業時数
	３５

	教科書
	技術・家庭 技術分野 （開隆堂）



	学習
の
目標
	材料と加工に関する製作や観察などの実践的・体験的な学習を通して、基礎的な知識と技術を習得し、学習したことを生活の場で工夫し活用できるようにする。
情報に関する技術に関心を持ち、進んで学ぶことができるようにするとともに、コンピュータを構成する要素の種類や役割、処理する仕組みを知る。

	学習
の
方法
	生活の中から課題をみつけ、実践的活動の中で自ら解決する力を身につけよう。
積極的に授業・製作・実習に取り組み、知識や技能を習得しよう。

	評価
の
基準
	１ 生活や技術への関心・意欲･態度
材料と加工や情報の技術についての関心をもち、生活を向上するために進んで実践しようとする。
２ 生活を工夫し創造する能力
材料と加工や情報の技術について、課題を見付け、その解決を目指して自分なりに工夫し創造している。
３ 生活の技能
ものづくりや情報処理に必要な基礎的・基本的な技術を身に付けている。
４ 生活や技術についての知識･理解
材料と加工や情報の技術に関する基礎的･基本的知識を身に付け、生活とのかかわりについて理解している。

	評価
の
方法
	・学習活動に積極的に取り組んでいるか。（出席状況、ノート・提出物の達成度など）
・生活の中にある技術に関心を持っているか。（授業態度、ノートの内容など）
・身に付けた知識や技能を生かしているか。（製作品、製作活動、定期テストなど）
・基礎的な技術を習得しているか。（技能テスト、製作品、製作活動など）
・基礎的な知識を習得しているか。（定期テスト）
＊（ ）の中は、評価する方法を示している。



	
	単元
	主な学習内容

	１学期
	・ガイダンス
技術の授業について知ろう
・材料と加工
製品の設計
材料の特徴
	・学習内容や目標、学習方法について説明する。学習内容については、小学校時の学習を振り返りながら説明する。
・製作品の構想を図に表す方法を知る。
・身の回りにある様々な材料の特徴を知る。

	２学期
	・材料と加工
製品の製作
けがきをしよう
材料を切断しよう
部品を正確に仕上げよう
組み立てよう
製品を仕上げよう
	・製品の製作において、目的に応じた工具や工作機械の使い方について知り、正確でかつ安全な作業ができるようにする。
（さしがね、のこぎり、げんのう、やすり等を使う）
・加工した部品を製作手順を考えながら、正確に組み立てていく。
・塗装の目的、種類を知り、ていねいな作業ができるようにする。

	３学期
	・情報
情報とわたしたちの生活
コンピュータと情報処理
	・情報社会で生活していることと、コンピュータの果たす役割について知る。
・コンピュータを構成する装置や情報を処理する仕組みについて知る。
・パーソナルコンピュータの基本的な操作方法を習得する。



平成２７年度　 シラバス
	教科
	技術・家庭
	科目
	技術分野
	学年
	２年
	年間授業時数
	３５

	教科書
	技術・家庭 技術分野 （開隆堂）



	学習
の
目標
	エネルギー変換に関する製作や実験、観察などの実践的・体験的な学習を通して、基礎的な知識と技術を習得し、学習したことを生活の場で工夫し活用できるようにする。
エネルギー変換に関する技術と社会や環境とのかかわりについて考え、技術を適切に評価してそれを活用することができるようにする。
情報に関する技術では、１年生で学習した内容を基に、適切なソフトウェアを選択し、操作できるようになる。

	学習
の
方法
	生活の中から課題をみつけ、実践的活動の中で自ら解決する力を身につけよう。
積極的に授業や製作・栽培に取り組み、知識や技術を習得しよう。

	評価
の
基準
	１ 生活や技術への関心・意欲･態度
エネルギー変換や情報に関心をもち、生活を向上するために進んで実践しようとする。
２ 生活を工夫し創造する能力
エネルギー変換や情報の技術について、課題を見付け、その解決を目指して自分なりに工夫し創造している。
３ 生活の技能
エネルギー変換、情報処理に必要な基礎的・基本的な技術を身に付けている。
４ 生活や技術についての知識･理解
エネルギー変換、情報処理に関する基礎的･基本的知識を身に付けている。

	評価
の
方法
	・学習活動に積極的に取り組んでいるか。（出席状況、ノート・提出物の達成度など）
・生活の中にある技術に関心を持っているか。（授業態度、ノートの内容など）
・身に付けた知識や技能を生かしているか。（製作品、製作活動、定期テストなど）
・基礎的な技術を習得しているか。（技能テスト、製作品、製作活動など）
・基礎的な知識を習得しているか。（定期テスト）
＊（ ）の中は、評価する方法を示している。



	
	単元
	主な学習内容

	１学期
	・エネルギー変換
[bookmark: _GoBack]わたしたちの生活エネルギー
電気を使うしくみ
目的に応じた回路設計
	・エネルギー資源の生かし方を調べる。
・電気の基礎的な知識を身に付ける。
・回路図のかき方を理解し、目的に応じた電気回路の設計ができるようにする。

	２学期
	・エネルギー変換
電気エネルギーの変換と利用方法
エネルギー変換を利用した製品の製作
エネルギーの有効活用

	・電気エネルギーを変換するしくみを調べる。
・製品の製作において、目的に応じた工具や工作機械の使い方について知り、正確でかつ安全な作業ができるようにする。
　　（はんだごて、ニッパ、ラジオペンチなど）
・蛍光灯、白熱電球、ＬＥＤランプの違いから、エネルギーの有効活用について知る。


	３学期
	・ものづくりと環境
　これからのものづくり
・情報
コンピュータと情報処理
	・環境と技術の関係や循環型社会の形成に着目し、自分たちに
できることを考える。
・１年生で学習した内容を基に、適切なソフトウェアを選択し、操作できるようになる。





平成２７年度　 シラバス
	教科
	技術・家庭
	科目
	技術分野
	学年
	３年
	年間授業時数
	１８

	教科書
	技術・家庭 技術分野 （開隆堂）



	学習
の
目標
	情報や生物育成、材料と加工に関する製作や観察などの実践的・体験的な学習を通して、基礎的な知識と技術を習得し、学習したことを生活の場で工夫し活用できるようにする。
情報や生物育成、材料と加工に関する技術と社会や環境とのかかわりについて考え、技術を適切に評価してそれを活用することができるようにする。

	学習
の
方法
	生活の中から課題をみつけ、実践的活動の中で自ら解決する力を身につけよう。
積極的に授業や製作・栽培に取り組み、知識や技術を習得しよう。

	評価
の
基準
	１ 生活や技術への関心・意欲･態度
情報や生物育成、材料と加工に関心をもち、生活を向上するために進んで実践しようとする。
２ 生活を工夫し創造する能力
情報や生物育成、材料と加工の技術について、課題を見付け、その解決を目指して自分なりに工夫し創造している。
３ 生活の技能
情報や生物育成、材料と加工に必要な基礎的・基本的な技術を身に付けている。
４ 生活や技術についての知識･理解
情報や生物育成、材料と加工に関する基礎的･基本的知識を身に付けている。

	評価
の
方法
	・学習活動に積極的に取り組んでいるか。（出席状況、ノート・提出物の達成度など）
・生活の中にある技術に関心を持っているか。（授業態度、ノートの内容など）
・身に付けた知識や技能を生かしているか。（製作品、製作活動、定期テストなど）
・基礎的な技術を習得しているか。（製作品、製作活動など）
・基礎的な知識を習得しているか。（定期テスト）
＊（ ）の中は、評価する方法を示している。



	
	単元
	主な学習内容

	１学期
	・情報
プログラミングの役割
プログラムの作成
簡単な計測･制御
	・プログラムの役割と特徴を理解する。
・フローチャートの構造と役割を理解し、基礎的なフローチャートを作成できるようにする。
・プログラミングソフトの実習を通し、基礎的なプログラムを
作成できるようにする。

	２学期
	・情報
Ｗｅｂページのしくみ
情報社会と自己責任


・生物育成
作物の生育と栽培技術
栽培計画と作物の育成
	・インターネットの仕組みについて理解する。
・情報通信ネットワークの特徴を知り、それらを利用して情報収集ができるようにする。
・情報モラルや個人情報の保護などについて十分な知識を身に付ける。
・それぞれの作物の育つ過程を知るとともに適した環境について知る。
・栽培計画を立て、野菜を育てる。

	３学期
	・材料と加工
　金属材料による加工
	・１年の学習を基に、材料の違いで、工具や製作工程が違うことを理解し、正しい製作ができるようにする。




